
は し が き

アメリカで起きたサブプライム・ローン問題（住宅バブルの崩壊）

は，投資銀行リーマン・ブラザーズの倒産（2008 年）をきっかけに

世界的金融危機へと発展しました。ヨーロッパでは，多くの銀行が

危機に陥るとともにその救済に乗り出したアイルランドなどの政府

債務は大きく膨らみました。そして，2010 年にはギリシャ政府の債

務問題が発覚し，アイルランド，スペイン，ポルトガル，イタリア

などの政府債務問題とともにヨーロッパの共通通貨圏を大きく揺さ

ぶります。アメリカに端を発した金融危機はヨーロッパをはじめ全

世界に伝播し，それは金融だけでなく経済全体の変調へとつながっ

ていったのです。

「こんな大きな危機を招いたのは経済学が役に立たない証拠だ」

とか，「経済学者がしっかりしないからこういうことになったんだ」

という声も聞かれます。実際こうした批判は，経済学の研究・教育

を職業としている私たち筆者にとって耳が痛い問題です。しかし私

たちは，今日の経済危機を，経済学が役に立たない証拠として捉え

るのではなく，経済学の必要性を再認識させ，経済学のさらなる発

展を促し，経済を研究する私たちを鼓舞するものだと捉えています。

経済状況の良し悪しは人々の生活を大きく左右します。経済学は経

済運営の指針を提供し，人々の生活の向上に大きく貢献しうるとて

も大切な学問なのです。

それと同時に，経済学はとても難しい学問でもあります。「難し

い」というのは理解しづらいという意味ではありません。経済学が

解明しようとする世界があまりに複雑で不確実なため，種々の経済

問題に対してそれぞれベスト・アンサーを見つけるのは困難を極め

i



るということなのです。経済学が相手にしている経済のプレーヤー

たち（消費者や企業など）は結局のところ人です。物理学で扱う分

子などと違い，人は外部からの作用に対し予見したとおりには動い

てくれないのです。

このように，重要でもあり難しくもある経済学を，私たち筆者は

情熱を持って研究・教育に取り組んでいます。難しいからこそ探求

しがいもあり，人々の暮らし向きを大きく左右するからこそ真摯な

態度で研究を続けていけるのです。また，経済学はとても面白い学

問でもあります。最初は取っつきにくいと思っても，突如よくわか

るようになる学問でもあります。数学的・論理的に考えていく作業

は頭の体操にもなります。私たちは経済学が大好きです。この教科

書を通じて，その想いを読者の皆さんと共有できればとても幸せで

す。

この教科書は，経済学の入門書です。大学に入って初めて本格的

に経済学を学ぶ人には，ぜひ手にとってもらいたいと思います。経

済学部以外の学生で本格的に経済学を学ぶ予定がない人にも読んで

もらい，経済に興味を持ってもらいたいと考えます。また，学校を

卒業し社会人として働いている人たちにも，ぜひ手にとってもらい

たいと思っています。学生時代に経済学を勉強した人もそうでない

人も，この教科書を通して経済を読み解くスキルを身につけ，今日

の社会を見つめ将来について考えてもらえれば嬉しいです。

この教科書において私たちは，言葉による直観的説明を重視し経

済理論を紹介することを心がけました。しかし同時に，数学的で厳

密な議論をおろそかにしないよう気をつけました。その結果，社会

人にも役に立つ入門書としてはやや堅苦しい印象を与えるようにな

ったかもしれません。しかし，もしそうだとしたら，それは「次に

つながる」形で，経済学の基礎を皆さんに伝えようとしているため
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です。経済学を本格的に学ぼうとする人にとっての「次」は，さし

あたり「より高度な経済学」でしょう。この教科書は，中級以上の

経済学へとスムーズに移行できるよう，初級の理論でも厳密な論理

展開を大事にしています。経済学部以外の学生や社会人の皆さんに

とっての「次」は，自らの専門分野の勉強であり，経済社会へのよ

り深い洞察力を身につけることでしょう。経済社会のあり方を深く

洞察するということは，職業人としての自身を取り巻く環境を深く

理解するということです。自らが身を置く世界を知り，自らの行動

が世界に与える影響を考慮に入れて行動し，基礎に裏づけられた自

らの意見を社会に発信していってください。「経済学の勉強はこの

本だけ」という人にとって，この教科書は「学問的」すぎるように

映るかもしれません。しかし，「次」につなげるためには，強固な基

礎を持たなくてはなりません。経済学の基礎を固めて「次」につな

げるには，研究者の立場から経済学の基礎を丁寧に説明したこの教

科書は打って付けであると自負しています。皆さんの「次」にこの

教科書が少しでも役立てば幸甚です。

皆さんにとって使い勝手のいい教科書でありたいと願い，この教

科書の重要な一部である練習問題の解答例を巻末だけでなくウェブ

サイトにも掲載しています。また，ここで登場するすべての図表も

そのウェブサイトからとれるようになっています。どうぞ有斐閣書

籍編集第 2 部のブログ（http://yuhikaku-nibu.txt-nifty.com/blog/2012/

08/post-357e.html）を訪ねてみてください。

この教科書の執筆は，有斐閣の秋山講二郎氏と渡部一樹氏のお誘

いを受けて実現しました。このような貴重な機会を与えてくださっ

た両氏に感謝いたします。とくに渡部氏には，執筆期間中，長きに

わたり大変お世話になりました。各章ごとに行われた打ち合わせに

は，わざわざ国立にある一橋大学までお越しいただき，執筆内容に

は し が き iii



多くの示唆を与えていただきました。また，原稿にも丁寧に目を通

し，有益なコメントをいくつも与えてくれました。はしがきの最後

になりましたが，渡部氏に心から感謝の念を表します。

2012 年 10月，国立市一橋大学キャンパスにて

古沢 泰治

塩路 悦朗
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